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● 主 な 内 容 会 期 日 程

きたもと議会だより

こんにちは

議会です！

２月21日(月)本会議（開会）

２月22日(火)議案調査日

２月23日(水)議案調査日

２月24日(木)議案調査日

２月28日(月)本会議（総括質疑）

３月１日(火)本会議（委員会付託）

３月２日(水)委員会（総務文教・保健福祉）

３月３日(木)委員会（建設経済）

３月４日(金)委員会（総務文教・保健福祉）

３月７日(月)委員会（建設経済）

３月９日(水)本会議（一般質問）

３月10日(木)本会議（一般質問）

３月11日(金)本会議（一般質問）

３月17日(木)本会議（閉会）

３ 月 定 例 会････②

一 般 質 問････③～⑥

委 員 長 報 告････⑦

提出案件の結果等････⑧

北本の行事シリーズ⑦

小学校入学式
４月８日（金）に市内各小学校にて入学式が行なわれました。満開の桜の下、５３６名の新入生が緊張と期待を

胸に小学生としての第一歩を踏み出しました。



きたもと議会だより (２)

３月定例会３月定例会

　
２
月
21
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
定
例
会
で
は
、

市
長
提
出
議
案
23
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
を
慎

重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
平
成
23
年
度
北
本
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
第
四
次
北
本
市

総
合
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
主
に
左
記
の
施
策
の
実
現
を
図
る
も
の
で
す
が
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
議
案
の
審
議
結
果
は
、
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度

　
一
般
会
計
予
算
を
原
案
可
決

　
６
特
別
会
計
予
算
を
原
案
可
決

平
成
23
年
度

　
一
般
会
計
予
算
を
原
案
可
決

　
６
特
別
会
計
予
算
を
原
案
可
決

一
般
会
計
予
算
は
１
８
９
億
円
、
前
年
度
比
4.8
％
の
増

総
括
質
疑
通
告
者

　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が
な
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
１
号
　
平
成
23
年
度
北
本

市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

横
山
　
功
（
平
成
会
）

中
村
洋
子
（
共
産
党
）

桂
　
祐
司
（
み
ん
な
の
会
）

岸
　
昭
二
（
公
明
党
）

吉
住
武
雄
（
緑
風
政
策
）

※
通
告
順
に
掲
載

Ｑ
、
平
成
23
年
度
予
算
で
目
指
す

も
の
に
つ
い
て

Ａ
、
本
市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
、

緑
に
か
こ
ま
れ
た
健
康
な
文
化
都

市
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
様
々

な
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
、

第
四
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画
に

基
づ
き
、
７
本
の
柱
に
沿
っ
て
説

明
し
ま
す
。

　
１
　
未
来
に
つ
な
ぐ
夢
の
あ
る

学
び
の
ま
ち
で
は
、
学
力
向
上
支

援
員
の
配
置
等
に
よ
り
、
き
め
細

か
な
指
導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

継
続
し
て
小
・
中
学
校
の
耐
震
補

強
等
工
事
を
推
進
し
、
学
校
施
設

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
２
　
心
か
よ
う
健
や
か
な
ま
ち

で
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
等
の
予
防
接
種
を
拡
充
し
、
ま

た
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

保
育
環
境
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
た
め
、
中
核
保
育
所
の
建
設
工

事
を
行
う
と
と
も
に
、
老
朽
化
し

た
中
央
保
育
所
の
建
替
え
の
設
計

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
に
よ

る
主
体
的
な
地
域
福
祉
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　
３
　
緑
輝
く
う
る
お
い
の
ま
ち

で
は
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
拡

充
を
行
う
と
と
も
に
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
放
鳥
に
向
け
た
準
備
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
４
　
快
適
で
安
心
・
安
全
な
ま

ち
で
は
、
南
部
地
域
整
備
基
金
の

積
立
金
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、

江
崎
グ
リ
コ
北
本
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

周
辺
の
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
公
共
交
通
機
関
と

し
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
本
運
行
を

開
始
し
ま
す
。

　
５
　
「
業
」
を
耕
す
活
力
の
ま

ち
で
は
、
継
続
し
て
農
業
、
商
工

業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
産

業
振
興
課
を
産
業
観
光
課
と
改
め
、

よ
り
多
く
の
方
に
北
本
へ
来
て
い

た
だ
く
よ
う
に
、
観
光
資
源
の
発

掘
・
活
用
や
情
報
発
信
に
取
組
み

ま
す
。

　
６
　
み
ん
な
で
つ
く
る
参
加
と

交
流
の
ま
ち
で
は
、
継
続
し
て
平

和
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
消
費
生
活
相
談
窓
口

を
毎
日
設
け
る
よ
う
拡
充
し
ま
す
。

　
７
　
計
画
の
推
進
に
向
け
て
で

は
、
市
民
と
市
と
の
協
働
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
市
民

の
皆
様
と
取
組
ん
だ
行
政
改
革
の

成
果
と
し
て
、
個
人
市
民
税
の
10

％
減
税
を
実
施
し
ま
す
。

　
特
に
、
子
育
て
、
南
部
地
域
の

整
備
、
減
税
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
割
合
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、

観
光
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
取
組

み
も
多
く
、
重
要
な
事
業
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
主
要
な
事
業
を

始
め
、
平
成
23
年
度
予
算
に
計
上

し
た
各
種
事
業
を
適
切
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
将
来
都

市
像
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
な

取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
第
３
回
北
本
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま

し
た
庁
舎
建
設
に
関
す
る
件
に
つ

い
て
、
審
査
が
終
了
し
ま
し
た
の

で
報
告
し
ま
す
。

（
１
）
建
設
規
模
に
つ
い
て

　
専
門
家
等
の
工
学
的
知
見
や
分

析
を
活
用
し
、
市
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
庁
舎
の
規
模
を
決
定
す
る
。

（
２
）
建
設
事
業
費
に
つ
い
て

　
原
則
、
庁
舎
建
設
基
金
（
25
億

円
）
の
範
囲
内
と
す
る
。

（
３
）
建
設
時
期
に
つ
い
て

　
可
及
的
速
や
か
に
実
施
す
る
。

【 

紹
　
介 

】

　
今
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

○
埼
玉
県
央
広
域
公
平
委
員
会
委
員

住
所
　
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷

９
４
３
番
地
１
０
０

　
　
　
　
　
　
す
ぎ
う
ら
　
　
の
ぶ
た
け

氏
名
　
杉
浦
　
信
剛
氏

○
人
権
擁
護
委
員

住
所
　
北
本
市
朝
日
４
丁
目

２
３
８
番
地

　
　
　
　
　
　
や
な
　
い
　
　
　
え
つ
　こ

氏
名
　
栁
井
　
悦
子
氏

住
所
　
北
本
市
石
戸
６
丁
目

２
０
６
番
地

　
　
　
　
　
　

こ
　
じ
ま
　
　

じ
　に
ん

氏
名
　
小
島
　
治
人
氏

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

委

員

長

報

告



※
質
問
通
告
順
に
掲
載

伊
藤
堅
治
（
平
成
会
）

・
石
津
市
長
３
期
目
の
出
馬

・
西
口
駅
前
広
場
整
備

・
農
業
や
商
業
な
ど
と
連
携
し
た

　
観
光
施
策
の
推
進

他
１
件

大
澤
芳
秋
（
緑
風
政
策
）

・
市
民
税
減
税

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

・
独
居
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

他
１
件

福
島
忠
夫
（
平
成
会
）

・
南
団
地
下
水
処
理
場

・
市
民
税
10
％
減
税

・
人
口
対
策

中
村
洋
子
（
共
産
党
）

・
公
共
施
設
の
老
朽
化

・
ゴ
ミ
減
量

・
働
き
続
け
る
た
め
の
手
立
て

他
１
件

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の

状況や将来に対する方針などをただすもので、定

例会に限って行われます。

　質問を希望する議員は、あらかじめ質問事項を

通告し、執行部の答弁を求めます。

　今定例会では、13人の議員から48件79項目につ

いて質問がありました。

　その中から主なものの答弁を掲載しました。

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

問
１
　
公
民
館
の
耐
震
診
断
は

済
ん
で
い
る
の
か

答
１
　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築

さ
れ
た
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
２

施
設
は
法
改
正
後
の
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
の
耐
震
診
断

は
ま
だ
実
施
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
耐
震
診
断
や
耐
震

補
強
工
事
は
一
度
に
す
べ
て
の

施
設
に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
の
で
優
先
順
位
を
つ
け
順

次
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
２
　
利
用
者
の
高
齢
化
に
よ

り
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
計
画
は

答
２
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に

つ
い
て
も
計
画
的
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
財
源
の
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
３
　
和
室
で
足
の
不
自
由
な

方
、
正
座
が
で
き
な
い
方
に
い

す
を
用
意
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か

答
３
　
状
況
を
調
査
し
な
が
ら

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
１
　
大
規
模
工
事
の
入
札
方

法
の
工
夫
に
つ
い
て

答
１
　
公
共
工
事
で
は
発
注
の

基
準
の
等
級
が
定
め
ら
れ
、
工

事
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク

づ
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
に
１
億
５
，
０
０
０

万
円
を
超
え
る
Ａ
級
の
工
事
は
、

原
則
的
に
は
Ａ
級
の
業
者
が
行

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年

度
は
、
学
校
の
校
舎
や
屋
内
運

動
場
の
耐
震
補
強
及
び
大
規
模

改
修
工
事
な
ど
、
Ａ
級
の
工
事

が
４
本
発
注
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
本
市
に
は
Ａ
級
で
市
内
に

本
社
を
有
す
る
業
者
が
１
社
あ

り
ま
す
が
、
県
土
整
備
事
務
所

管
内
の
業
者
、
県
内
に
本
店
を

有
す
る
業
者
な
ど
、
そ
の
規
模

に
よ
っ
て
枠
を
広
げ
て
一
般
競

争
入
札
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
２
　
市
内
業
者
の
育
成
の
取

組
み
に
つ
い
て

答
２
　
平
成
21
年
度
の
土
木
建

築
工
事
等
に
係
る
入
札
状
況
で

は
、
発
注
件
数
の
約
75
％
が
地

元
事
業
者
の
受
注
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
分
離

発
注
に
よ
り
、
地
元
事
業
者
の

入
札
参
加
機
会
の
確
保
や
、
工

事
の
分
割
発
注
に
よ
る
地
元
事

業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
等
に

配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
共
施
設
の

老

朽

化

地
元
企
業
の

育

成

策

(３) きたもと議会だより



高
橋
節
子
（
緑
風
政
策
）

・
地
産
地
消
・
食
育
の
推
進

・
一
般
住
宅
の
耐
震
診
断
・
補
強

　
工
事

・
生
活
道
路
の
整
備
と
排
水
対
策

他
１
件

阪
井
栄
見
子
（
公
明
党
）

・
北
本
市
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新

法
」
に
基
づ
く
目
標
の
達
成
度

・
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成

・
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
置

他
１
件

島
野
和
夫
（
公
明
党
）

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
拡
充

・
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の
拡
充

・
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
改
修他

２
件

串
田
英
夫
（
み
ん
な
の
会
）

・
「
埼
玉
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
ト
キ
」

　
と
い
う
夢
を
現
実
に
未
来
の
子

　
ど
も
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
学
校
施
設
の
耐
震
工
事
は
順
調

　
に
進
ん
で
い
る
が
、
周
辺
の
危

　
険
箇
所
の
調
査
は

・
Ｆ
Ｏ
Ｐ
と
は
。
大
変
な
難
病
で

　
す
、
理
解
を

他
２
件

問
１
　
人
間
ド
ッ
ク
検
診
に
お

け
る
医
師
会
と
の
協
議
に
つ
い

て答
１
　
①
人
間
ド
ッ
ク
検
診
に

特
定
健
康
診
査
項
目
を
網
羅
す

る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
ド
ッ
ク

検
診
受
診
者
を
特
定
健
康
診
査

受
診
者
に
算
入
で
き
る
こ
と
か

ら
、
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向

上
に
資
す
る
た
め
の
改
正
を
行

う
こ
と
、
②
人
間
ド
ッ
ク
検
診

対
象
医
療
機
関
を
桶
川
北
本
伊

奈
地
区
医
師
会
の
指
定
医
療
機

関
に
限
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
以
外
の
医
療
機
関
も
対
象
と

す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者

の
医
療
機
関
選
択
の
範
囲
を
拡

大
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う
こ

と
、
③
補
助
金
の
額
を
定
額
２

万
円
か
ら
検
診
料
に
10
分
の
７

を
乗
じ
て
得
た
額
に
相
当
す
る

額
と
し
、
限
度
額
を
２
万
円
と

す
る
た
め
の
改
正
を
行
う
こ
と
、

こ
の
３
点
に
つ
い
て
、
桶
川
北

本
伊
奈
地
区
医
師
会
と
協
議
し
、

合
意
で
き
ま
し
た
の
で
、
平
成

23
年
度
か
ら
実
施
す
る
た
め
の

関
係
要
綱
等
の
改
正
手
続
を
現

在
進
め
て
い
ま
す
。

問
２
　
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成

は答
２
　
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成

に
つ
い
て
も
、
本
市
で
導
入
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
医
師
会
の

合
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
、
①
人
間
ド
ッ
ク
検
診
と
脳

ド
ッ
ク
検
診
の
選
択
に
よ
り
実

施
す
る
の
か
、
各
年
度
両
方
と

も
助
成
す
る
の
か
、
②
助
成
額

を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
の
か
、

③
対
象
と
す
る
医
療
機
関
を
ど

の
よ
う
に
設
定
す
る
の
か
、
な

ど
と
い
っ
た
実
施
方
法
や
財
源

に
つ
い
て
検
討
し
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

きたもと議会だより (４)

脳
ド
ッ
ク
検
診

問
１
　
発
行
者
数
に
つ
い
て

答
１
　
平
成
22
年
４
月
か
ら
平

成
23
年
２
月
28
日
ま
で
の
発
行

枚
数
は
「
写
真
な
し
の
も
の
」

が
１
５
４
枚
、
「
写
真
つ
き
の

も
の
」
が
８
２
２
枚
、
合
計
で

９
７
６
枚
、
そ
の
う
ち
２
月
の

発
行
は
６
０
０
枚
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、
住
民
票
の
写
し
等

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
の
実
施

に
伴
い
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
無
料
交
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

問
２
　
土
曜
日
の
午
前
中
に
発

行
し
て
い
る
証
明
書
の
種
類
と

件
数
は

答
２
　
市
民
課
の
土
曜
開
庁
は
、

平
成
16
年
８
月
か
ら
行
っ
て
お

り
ま
す
。
発
行
し
て
い
る
証
明

書
の
種
類
は
戸
籍
関
係
の
諸
証

明
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
証

明
書
、
身
分
証
明
書
等
で
基
本

的
に
こ
れ
ら
証
明
発
行
が
主
要

な
業
務
で
す
。

　
平
成
22
年
度
の
取
扱
件
数
は
、

多
い
日
で
１
０
０
件
、
少
な
い

日
で
30
件
程
度
、
１
日
平
均
で

は
57
件
と
い
う
状
況
で
す
。
特

に
多
い
の
は
、
印
鑑
証
明
書
、

住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
の
諸
証

明
で
、
証
明
書
の
発
行
以
外
に

印
鑑
登
録
申
請
、
戸
籍
届
出
の

受
領
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※平成24年３月まで交付手数料は無料です

住
基
カ
ー
ド



金
子
眞
理
子
（
緑
風
政
策
）

・
人
材
育
成

・
高
齢
者
・
独
居
世
帯
の
状
況
把

　
握

・
子
育
て
支
援
は
「
親
育
て
」

工
藤
日
出
夫
（
緑
風
政
策
）

・
ア
ー
ト
と
地
域
の
交
流
拠
点
づ

　
く
り
事
業

吉
住
武
雄
（
緑
風
政
策
）

・
証
明
書
自
動
交
付
機
の
設
置

・
育
児
休
暇

・
水
辺
プ
ラ
ザ
命
名
権

湯
澤
清
訓
（
共
産
党
）

・
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
拡
大

　
を
求
め
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
を

　
求
め
て

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

　
創
設
を
求
め
て

他
２
件

黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
北
本
市
の
財
政
健
全
化

・
市
制
40
周
年
、
弘
前
市
と
の
観

　
光
友
好
都
市
の
締
結

・
地
元
企
業
の
育
成
策

問
　
西
小
学
校
や
中
丸
小
学
校

の
プ
ー
ル
改
修
が
行
わ
れ
た
が
、

今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か

答
　
平
成
22
年
度
に
改
修
工
事

の
完
了
し
た
西
小
学
校
及
び
中

丸
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
槽
内
を
低
学
年
用
コ
ー
ス
、

高
学
年
用
コ
ー
ス
に
分
け
、
低

学
年
コ
ー
ス
は
水
深
を
浅
く
す

る
構
造
と
し
、
ま
た
、
学
校
カ

ラ
ー
を
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
塗
装

す
る
な
ど
し
て
、
安
全
で
明
る

い
プ
ー
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

　
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
様
々
な
財
源
の
確
保
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
他

の
学
校
に
つ
い
て
も
安
心
・
安

全
で
、
子
ど
も
達
が
楽
し
く
水

泳
学
習
に
望
め
る
プ
ー
ル
に
す

る
た
め
、
計
画
的
に
順
次
改
修

工
事
を
行
え
る
よ
う
進
め
て
い

き
ま
す
。

小
中
学
校
の

プ
ー
ル
改
修

問
１
　
減
税
の
目
的
に
つ
い
て

答
１
　
個
人
市
民
税
の
減
税
は
、

平
成
21
年
度
決
算
の
剰
余
金
の

一
部
を
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
行
政
改
革
等
の
成
果
と
し
て

市
民
に
還
元
し
、
市
民
の
税
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

問
２
　
広
報
に
よ
る
周
知
に
つ

い
て

答
２
　
減
税
は
議
案
可
決
後
に

新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
報

道
で
知
っ
た
市
民
の
皆
様
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
広
報
き
た
も

と
11
月
号
に
減
税
の
実
施
と
概

要
に
つ
い
て
記
事
を
掲
載
し
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
し
た
。

問
３
　
納
税
者
へ
の
通
知
に
つ

い
て

答
３
　
平
成
23
年
度
の
市
民
税
・

県
民
税
の
税
額
決
定
通
知
書
に
、

課
税
の
額
と
と
も
に
減
税
額
を

表
示
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
減

税
を
実
感
い
た
だ
け
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
税
額

決
定
通
知
書
に
つ
い
て
は
、
６

月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
お
手
元
に

届
く
と
思
い
ま
す
。

問
４
　
減
税
を
継
続
す
る
の

か答
４
　
今
回
の
個
人
市
民
税
の

減
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

度
の
決
算
剰
余
金
の
一
部
を
活

用
し
て
減
税
基
金
に
積
み
立
て
、

減
税
に
伴
う
減
収
分
に
充
て
る

も
の
で
、
１
年
限
り
の
実
施
と

な
り
ま
す
。
減
税
の
継
続
に
つ

い
て
は
、
何
よ
り
も
財
源
を
ど

う
す
る
の
か
、
市
の
財
政
状
況

や
今
後
の
財
政
の
見
通
し
等
を

踏
ま
え
、
実
施
す
べ
き
施
策
の

検
討
な
ど
を
尽
く
し
た
上
で
の

判
断
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

改修工事でコースが分けられた西小学校プール

(５) きたもと議会だより

個
人
市
民
税

10

％

減

税



問
１
　
街
路
灯
は
防
犯
灯
で
も

あ
り
、
適
切
な
明
る
さ
は
保
た

れ
て
い
る
の
か

答
１
　
社
団
法
人
日
本
防
犯
設

備
協
会
が
定
め
た
基
準
や
Ｊ
Ｉ

Ｓ
基
準
か
ら
も
、
道
路
照
明
施

設
の
明
る
さ
は
水
平
照
度
の
平

均
値
が
３
ル
ク
ス
以
上
、
４
メ

ー
ト
ル
先
の
歩
行
者
の
挙
動
や

姿
勢
が
わ
か
る
程
度
の
明
る
さ

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
北
本
市
交
通
安
全
施
設
の
設

置
に
関
す
る
基
準
で
は
、
夜
間

に
お
け
る
交
通
の
安
全
及
び
防

犯
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
所

で
、
そ
の
設
置
間
隔
は
概
ね
30

メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
が
設
置
し
て
い
る
一
般
的

な
20
ワ
ッ
ト
の
街
灯
の
場
合
は

直
下
で
５
ル
ク
ス
以
上
の
照
度

が
あ
り
ま
す
が
、
10
メ
ー
ト
ル

離
れ
る
と
１
ル
ク
ス
以
下
に
な

る
よ
う
で
、
街
灯
の
中
間
部
分

で
は
少
し
暗
く
感
じ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　
道
路
照
明
施
設
が
少
な
く
、

夜
間
の
防
犯
上
好
ま
し
く
な
い

箇
所
に
は
、
街
灯
設
置
場
所
に

お
住
ま
い
の
方
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
設
置
に
努
め
、

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
２
　
温
暖
化
対
策
と
し
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
へ
の
取
り
替
え
は

答
２
　
一
般
的
に
20
ワ
ッ
ト
の

街
灯
の
場
合
、
１
か
月
当
た
り

１
７
５
円
３
１
銭
と
聞
い
て
い

ま
す
。
８
・
５
ワ
ッ
ト
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
イ
ト
の
場
合
、
１
０
８
円

６
６
銭
で
す
。
蛍
光
灯
設
置
費

用
は
７
，
０
０
０
円
程
度
に
な

り
ま
す
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
は

１
万
８
，
０
０
０
円
ほ
ど
に
な

り
ま
す
。
今
後
、
予
算
と
の
関

係
も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

きたもと議会だより (６)

街

路

灯

の

ワ
ッ
ト
数
と
照
度

駅
西
口
広
場

問
１
　
新
設
の
西
部
地
域
農
産

物
直
売
所
と
地
域
の
連
携
に
つ

い
て

答
１
　
平
成
23
年
度
は
、
仮
設

の
農
産
物
直
売
所
を
設
置
し
、

運
営
方
法
等
を
含
め
て
試
験
的

に
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
市
民
に
よ
る
自
主
的
な
運
営

が
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
向

で
協
議
を
進
め
、
農
産
物
販
売

の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
の
緑
と

の
触
れ
合
い
や
、
地
域
住
民
と

消
費
者
と
の
交
流
と
い
っ
た
付

加
価
値
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

問
２
　
組
織
の
変
更
で
産
業
観

光
課
に
な
る
意
義
は

答
２
　
西
側
に
直
売
所
を
設
置

し
て
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、

観
光
の
誘
致
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
直
売
所
を
軌
道

に
乗
せ
て
、
観
光
の
拠
点
と
な

る
よ
う
な
産
直
品
の
ほ
か
、
市

の
特
産
品
等
の
お
土
産
に
な
る

よ
う
な
商
品
の
販
売
や
、
観
光

案
内
の
機
能
も
備
え
た
施
設
へ

発
展
さ
せ
て
い
け
れ
ば
来
訪
者

に
対
し
て
も
十
分
魅
力
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

農
産
物
直
売
所

北本市議会ホームページリニューアルのお知らせ

北本市議会のホームページが３月よりリニューアルされました。
ご覧いただく方法は下記のとおりです。

北本市ホームページ（http://www.city.kitamoto.saitama.jp/）を開く
↓

右側メニューの「ようこそ北本市議会へ」のバナーをクリック
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保健福祉保健福祉

Ｑ．小学校プールの改修事業について

Ａ．今年度は、西小学校と中丸小学校

の改修工事を実施し、非常にきれいに

なりました。

　平成23年度は、昭和54年に建設され

た東小学校のプールサイドの床のコン

クリートにひびやはがれがあり、児童

が裸足で歩行するには大変危険な状況

であり、また、ろ過機の調子も悪いた

め、東小学校のプールの改修工事を実

施する予定です。

　今後、南小、栄小、北小など30年以

上経過している小学校のプールについ

ては、年度計画を立てて、順次、全面

改修工事を実施していきます。

Ｑ．国保税の減収傾向及び軽減措置

導入の影響について

Ａ．一般被保険者分では前年比8,958

万 2,000円の減となっています。北本

市に限らず国民健康保険の全体的な

傾向ですが、本市でいえば、被保険

者に占める60歳以上の割合が52.4％、

半数以上が60歳から74歳という高齢

者であり、所得を見ると、100万円未

満の世帯が全体の 57.2％を占めてい

ます。昨年の 12月定例会で可決され

た低所得者の軽減措置については、

現行６割、４割軽減から、７割、５割、

２割軽減へと拡大しますが、この軽

減分については、一般会計からの繰

入金の中に保険基盤安定負担金とし

て見込んでいます。

Ｑ．北本市内共通プレミアム付き商品券

の上乗せ分を５％や10％などではなく、

さらに上乗せしてはどうか

Ａ．今回計画しているプレミアム商品券

は、プレミアム分は10％上乗せを予定し

ています。また、その10％分の他に５％

分を販売促進の費用に充てることが、商

工会との話し合いの中で決められました。

　今後も継続ができるかどうかを考える

と、プレミアム分をより多くするよりも、

販売促進費用を支援することにより、個

店の方々の工夫で、活性化につながるよ

うな取組みをしていただいたほうが、継

続性を担保できるのではないかと考えて

います。

Ｑ．北本市内共通プレミアム付き商品券

発行事業補助金の950万円の内訳につい

て

Ａ．商品券のプレミアム分が500万円、

販売促進の費用が250万円、残りの200万

円は事務経費で、商品券の印刷代、広告

代等に充当されることになっています。

各常任委員会委員長報告(抜粋)(７)

前回発行されたプレミアム付き商品券



きたもと議会だより (８)
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平成23年度北本市一般会計予算

平成23年度北本市後期高齢者医療特別会計予算

平成23年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特別会計予算

平成23年度北本市公共下水道事業特別会計予算

平成23年度北本市国民健康保険特別会計予算

平成23年度北本市介護保険特別会計予算

平成23年度埼玉県央広域公平委員会特別会計予算

北本市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

北本市敬老祝金条例の一部改正について

北本市学童保育室設置及び管理条例の一部改正について

市道の路線の認定について

埼玉県央広域公平委員会の選任について

人権擁護委員候補者の推薦について（議案第８号）

人権擁護委員候補者の推薦について（議案第９号）

平成22年度北本市一般会計補正予算（第９号）

平成22年度北本市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成22年度北本市老人保健特別会計補正予算（第２号）

平成22年度北本市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）

平成22年度北本市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

平成22年度北本市介護保険特別会計補正予算（第３号）

工事請負契約の締結について

公共交通機関のバリアフリー化の更なる推進を求める意見書

北本市新庁舎建設に関する決議
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○は議案に対して賛成の会派

×は議案に対して反対の会派

△は議案に対して賛成と反対のあった会派
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　　　　　　　　　　議　　　　案　　　　名� � 議決結果� � 平成会�公明党�共産党
緑風政策
フォーラム

みんな
の会

緑風政策フォーラム【６人】、平成会【５人】、
公明党【３人】、共産党【２人】、みんなの会【２人】

各会派の
議員数

平成22年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特別会計補正
予算（第４号）

埼玉新都市交通ニューシャトルを内宿駅からＪＲ高崎線桶川・北本間新
駅まで延伸整備することを求める意見書

＊上記以外に１件の議案審議がありましたが、挙手全員により

　原案のとおり可決しています。


